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平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
日
（
日
）｢

母
子
島

遊
水
地
を
学
ぶ
会｣

が
筑
西
市
旭
ヶ
丘
自
治
会

主
催
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
筑
西
市
・
下
館
河

川
事
務
所
職
員
他
七
十
五
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
の
小
貝
川
の
水
害
か
ら
二

十
五
年
、
母
子
島
遊
水
地
及
び
旭
ヶ
丘
地
区
完

成
か
ら
二
十
年
が
経
過
し
、
子
供
達
を
は
じ
め

地
域
の
方
々
に
当
時
の
大
水
害
の
記
憶
を
思

い
出
し
、
母
子
島
遊
水
地
と
そ
の
地
域
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
危
機
管
理
意
識

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
実
施
さ
れ
、
下
館
河

川
事
務
所
が
当
時
の
水
害
の
状
況
や
母
子
島

遊
水
地
の
成
立
ち
と
目
的
、
田
谷
川
水
門
ま
で

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
の
案
内
や
施
設
に
つ
い

て
説
明
を
実
施
し
、
参
加
者
に
よ
る
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
の
許
可
工
作
物
を

水
が
少
な
い
時
期
に
事
前
検
査

『
鬼
怒
川
洪
水
危
機
管
理
演
習
』

下
館
河
川
事
務
所
管
内
の
小
貝
川
近
隣
に

あ
る
茨
城
県
の
つ
く
ば
秀
英
高
等
学
校
二
年

生
、
舟
橋
優
香
さ
ん
の
“
絵
手
紙
”
の
作
品
が

優
良
賞
（
河
川
局
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
河
川
愛
護
月
間(

七
月
一

日
～
七
月
三
十
一
日)

の
推
進
特
別
事
業
と
し

て
、
全
国
の
小
学
生
・
中
学
生
･
高
校
生
・
一

般
を
対
象
に
、
「
河
川
愛
護
月
間
」《
推
進
標
語

及
び
絵
手
紙
》
の
募
集
が
あ
り
、
全
国
各
地
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
標
語
三
百
七
十
四
点
、
絵
手
紙

千
三
百
八
十
七
点
の
作
品
か
ら
の
入
賞
で
す
。

こ
の
受
賞
が
河
川
愛
護
の
意
識
の
醸
成
や

河
川
美
化
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関東の富士見百景は関東地方整備局ホームページで見られます。

http://www.ktr.mlit.go.jp/chiiki/fuji100.html

「
関
東
の
富
士
見
百
景
」

下館河川事務所長と常総市長

間のホットラインにより、重要情

報の迅速で確実な共有がなさ

れスムーズな意思決定・対応

実行がされました。

今
宮
排
水
樋
管
改
築
工
事

河
川
管
理
者
・
自
治
体
・
市
民
が
連
携
し
て
実
施

常総市長 下館河川事務所長

新しい取組として今回の演

習では、国交省職員を被害

が集中した常総市へ派遣し、

積極的に情報の収集や提

供をする訓練を行いました。

市役所からの避難勧告発令を合図に、水海道本町地区の住民が、指定

された高台の水海道第一高校に安全に避難する訓練を実施しました。

水防活動状況、河川

や内水の被害情報、

今後の水位予測、氾

濫（はんらん）予測を

収集・整理し、避難勧

告発令等を判断し住

民の安全確保や避難

状況把握の演習を実

施しました。

母子島遊水地案内

川
の
《
絵
手
紙
》
優
良
賞
受
賞

（
河
川
愛
護
月
間
応
募
作
品
）

写真提供 とびやま歴史体験館 (河西裕邦様撮影｢月と富士」）

2月21日校長室で事務所長から表彰状伝達

母
子
島
遊
水
地
を
学
ぶ
会

関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
富
士
山

の
景
観
を
活
か
し
た
関
東
各
地
の

個
性
と
魅
力
あ
る
美
し
い
地
域
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
、
関
東
の

富
士
見
百
景
を
選
定
し
、
こ
れ
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

下
館
河
川
事
務
所
管
内
や
そ
の

近
隣
で
も
関
東
の
富
士
見
百
景
の

選
定
地
が
あ
り
ま
す
。
二
月
二
十
三

日
「
ふ
じ
さ
ん
」
を
挟
ん
だ
二
週
間
、

関
東
地
方
整
備
局
の
各
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
地
か
ら
見
え
る

富
士
山
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
鬼
怒
川
の
八
千
代

町
本
郷
地
先
に
お
い
て
今
宮
排
水
樋
管
改
築

工
事
を
施
工
中
で
す
。

今
宮
排
水
樋
管
は
昭
和
十
七
年
の
完
成
か

ら
六
十
八
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
河
川
の
よ
り
安
全
な
管
理
の
た

め
に
、
堤
防
強
化
を
兼
ね
た
排
水
樋
管
改
築
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
工
事
で
は
、
当
該
工
事
場
所
の
施
設
や
地

盤
等
の
条
件
に
適
合
し
た
地
盤
改
良
工
法
の

選
定
に
あ
た
り
、
よ
り
優
れ
た
攪
拌
性
能
に
よ

る
効
率
的
な
地
盤
改
良
を
可
能
と
し
、
コ
ス
ト

縮
減
や
工
期
短
縮
が
図
れ
る
「
エ
ポ
コ
ラ
ム
工

法
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

常総市災害対策本部

情報連絡員（通称リエゾン）の派遣

下館河川事務所洪水対策支部

常総市民 被害情報等の収集・整理・伝

達・共有・自治体への情報提

供・重大災害（堤防決壊）に関

する先行的な被害予測及び対

応・迅速・的確な災害対応（内

水排除・堤防被害の対応）・広

報の各種訓練を行いました。

ホットライン

治水の歴史や遊水地の

成り立ちについて勉強

湛水前であれば確

認できる箇所の検

査をしています

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
河
川
の

安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
る
た
め

河
川
の
許
可
工
作
物
の
管
理
状
況

等
を
検
査
す
る
履
行
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川

に
は
、
農
業
用
水
の
取
水
の
た
め
に

三
月
下
旬
頃
か
ら
堰
な
ど

が
閉
鎖
さ
れ
施
設

の
一
部
が
湛
水
す

る
箇
所
が
あ
る
た

め
、
湛
水
前
で
な
け

れ
ば
検
査
が
で
き

な
い
箇
所
に
つ
い

て
施
設
の
機
能
や

構
造
の
安
全
点
検

を
二
月
中
に
行
い
、

的
確
な
施
設
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

操作記録や図面と

照合して確認中

平
成
二
十
三
年
ニ
月

三
日
（
木
）
、
河
川
管
理
者

（
国
土
交
通
省
下
館
河
川

事
務
所
）
、
自
治
体
（
常
総

市
）
、
市
民
（
常
総
市
民
）

が
連
携
し
た
『
鬼
怒
川
洪

水
危
機
管
理
演
習
』
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
、
防
災

機
関
と
し
て
の
組
織
・

職
員
の
危
機
管
理
能
力

向
上
、
住
民
の
危
機
管

理
意
識
の
向
上
を
目
的

に
、
洪
水
に
よ
る
災
害

（
堤
防
の
損
傷
・
決
壊
）

を
想
定
し
た
訓
練
で
す
。

今
回
の
演
習
は
、
特

に
住
民
の
安
全
確
保
の

た
め
の
「
避
難
勧
告
・
指

示
の
発
令
判
断
」
が
、
適

時
・
的
確
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
河
川
管
理
者

と
自
治
体
と
の
情
報
交

換
・
共
有
に
力
点
を
置

き
、
実
践
的
な
図
上
訓

練
方
式
を
中
心
に
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
に
よ
り
互
い
に

必
要
と
す
る
情
報
・
洪

水
時
の
危
機
管
理
体
制

や
情
報
伝
達
方
法
等
に

さ
ら
な
る
工
夫
や
対
応

が
必
要
で
あ
る
こ
と
等

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
改
善
や
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

攪拌（かくはん）混合

による地盤改良状況

堤防

避難訓練非常食の炊出訓練

「エポコラム工法」は、

地盤改良材と土壌を

混ぜるためのかくは

ん翼の（外翼・芯翼）

と（中翼・掘削ヘッド）

が異なる方向に回転

し、地盤改良材と土

壌を三次元的に練り

混ぜ良好な撹拌混

合を行う地盤改良

工法です。

外翼

中翼
(逆回転）

芯翼
(正回転）

掘削ヘッド
(逆回転） （正回転）

地盤改良材吐出口
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盤
改
良
を
可
能
と
し
、
コ
ス
ト

縮
減
や
工
期
短
縮
が
図
れ
る
「
エ
ポ
コ
ラ
ム
工

法
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

常総市災害対策本部

情報連絡員（通称リエゾン）の派遣

下館河川事務所洪水対策支部

常総市民 被害情報等の収集・整理・伝

達・共有・自治体への情報提

供・重大災害（堤防決壊）に関

する先行的な被害予測及び対

応・迅速・的確な災害対応（内

水排除・堤防被害の対応）・広

報の各種訓練を行いました。

ホットライン

治水の歴史や遊水地の

成り立ちについて勉強

湛水前であれば確

認できる箇所の検

査をしています

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
河
川
の

安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
る
た
め

河
川
の
許
可
工
作
物
の
管
理
状
況

等
を
検
査
す
る
履
行
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川

に
は
、
農
業
用
水
の
取
水
の
た
め
に

三
月
下
旬
頃
か
ら
堰
な
ど

が
閉
鎖
さ
れ
施
設

の
一
部
が
湛
水
す

る
箇
所
が
あ
る
た

め
、
湛
水
前
で
な
け

れ
ば
検
査
が
で
き

な
い
箇
所
に
つ
い

て
施
設
の
機
能
や

構
造
の
安
全
点
検

を
二
月
中
に
行
い
、

的
確
な
施
設
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

操作記録や図面と

照合して確認中

平
成
二
十
三
年
ニ
月

三
日
（
木
）
、
河
川
管
理
者

（
国
土
交
通
省
下
館
河
川

事
務
所
）
、
自
治
体
（
常
総

市
）
、
市
民
（
常
総
市
民
）

が
連
携
し
た
『
鬼
怒
川
洪

水
危
機
管
理
演
習
』
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
、
防
災

機
関
と
し
て
の
組
織
・

職
員
の
危
機
管
理
能
力

向
上
、
住
民
の
危
機
管

理
意
識
の
向
上
を
目
的

に
、
洪
水
に
よ
る
災
害

（
堤
防
の
損
傷
・
決
壊
）

を
想
定
し
た
訓
練
で
す
。

今
回
の
演
習
は
、
特

に
住
民
の
安
全
確
保
の

た
め
の
「
避
難
勧
告
・
指

示
の
発
令
判
断
」
が
、
適

時
・
的
確
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
河
川
管
理
者

と
自
治
体
と
の
情
報
交

換
・
共
有
に
力
点
を
置

き
、
実
践
的
な
図
上
訓

練
方
式
を
中
心
に
実
施

し
ま
し
た
。

訓
練
に
よ
り
互
い
に

必
要
と
す
る
情
報
・
洪

水
時
の
危
機
管
理
体
制

や
情
報
伝
達
方
法
等
に

さ
ら
な
る
工
夫
や
対
応

が
必
要
で
あ
る
こ
と
等

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
改
善
や
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

攪拌（かくはん）混合

による地盤改良状況

堤防

避難訓練非常食の炊出訓練

「エポコラム工法」は、

地盤改良材と土壌を

混ぜるためのかくは

ん翼の（外翼・芯翼）

と（中翼・掘削ヘッド）

が異なる方向に回転

し、地盤改良材と土

壌を三次元的に練り

混ぜ良好な撹拌混

合を行う地盤改良

工法です。

外翼

中翼
(逆回転）

芯翼
(正回転）

掘削ヘッド
(逆回転） （正回転）

地盤改良材吐出口


